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自治会の取り組み

そ
の
時
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か

　

去
る

、
八
月
二
十
七
日
早
朝
に
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し

、
守
山
市
に
お
い
て
は
震
度

六
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で

、
速
野
小
学
校

で
学
区
全
体
の
防
災
訓
練
行
わ
れ
ま
し
た

。
わ
が
水
保
地

区
か
ら
も
七
十
一
名
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

。
ま
た

、

各
地
区
か
ら
の
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
消
火
訓
練
も
行
わ
れ

ま
し
た

。

　
防
災
に
対
す
る
意
識
が
最
近
よ
く
問
わ
れ
て
い
ま
す

が

、
も
し
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
ら
あ
な
た
は
冷
静
で
素

早
い
行
動
が
と
れ
る
で
し
ょ
う
か

。

　
防
災
に
つ
い
て
は
最
近

、
行
政
や
民
間
の
企
業
は
取
組

み
に
積
極
的
で
我
々
は
日
ご
ろ
地
震
や
災
害
に
対
す
る
気

構
え
や
す
ぐ
に
役
立
つ
も
の
の
準
備
が
必
要
に
な

っ
て
く

る
よ
う
に
思
い
ま
す

。

　
訓
練
に
参
加
し
て

○
　
多
く
の
企
業
や
公
的
機
関
及
び
速
野
学
区

内
の
各
自
治
会
の
参
加
の
も
と
に
実
施
さ
た
災

害
総
合
訓
練
を
見
学
し

、
そ
の
規
模
の
大
き
さ

に
驚
か
さ
れ
た

。
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
と
も
参
加

者
の
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
行
動
は
と
て
も
素
晴
ら

し
か

っ
た

特
に
各
自
治
会
か
ら
参
加
さ
れ
た
人
た
ち
の
演

習
に
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
出
て
大
変
感
動

し
た

。
最
後
に
実
施
さ
れ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
救
助
訓
練
は
迫
力
が
あ

っ
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
代
　
男
性

○
　
日
頃
の
会
話
の
中
に
防
災
の
話
題
が
多
く

聞
か
れ
る
よ
う
に
思
え
る

。
昨
年
の
自
治
会
の

防
災
訓
練
や
今
回
の
訓
練
に
炊
き
出
し
班
と
し

て
参
加
を
し

、
改
め
て
訓
練
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た

。

　
非
常
持
出
し
袋
を
持

っ
て
い
な
が
ら
中
身
は

空

っ
ぽ
の
状
態

。
家
庭
か
ら
見
直
し
て
い
き
ま

す今
年
度
の
自
治
会
の
訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
代
　
女
性

○
　
各
地
区
の
防
災
訓
練
並
び
に
関
係
部
署
の

訓
練
を
目
の
前
に
し
て
真
剣
さ
を
感
じ
た
が

、

現
実
問
題
と
し
て
災
害
が
発
生
し
た
場
合

、
冷

静
に
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

。

ま
た
そ
れ
だ
け
緊
張
感
を
も

っ
て
今
回
の
訓
練

に
参
加
し
て
い
た
か
自
問
す
る

。

　
災
害
時

、
指
示
・
命
令
・
伝
達
・
確
認
を
い

か
に
小
単
位
で
正
確
に
行
え
る
か
が

、
今
後
の

課
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
痛
感
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
代
　
男
性

○
　
学
区
全
体
の
訓
練
と
し
て
皆
さ
ん
が
防
災

に
備
え
て
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
中

で
今
回
参
加
し
て
い
い
経
験
を
し
ま
し
た

。

　
今
後

、
も
し
も
・
・
・
の
対
策
と
し
て
各
家

庭
や
ご
近
所
同
士
で
災
害
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
ら
み
な
が
安
全
で
い
ら
れ
る
か

。

個
人
が
防
災
意
識
を
常
に
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
有
る
と
思
い

、
今
の
自
分
に
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
代
　
女
性

　　　　　　*****　　日本の大地震記録と被害状況　　*****

　和暦　　　　　　名称　　　　　ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ　　　死者　　　　　　被害の概要
大正12年　　　関東大震災　　　7.9　　　　　 142000　　　家屋倒壊　254000　焼失　447000

昭和21年　　　南海地震　　　　 8.0      　　　　1330　　　静岡～九州の沿岸に津波襲来

昭和23年　　　福井地震　　　　 7.1　　　　　    3769     　家屋全壊36184　福井市は壊滅的

昭和39年　　　新潟地震　　　   7.5　　　　　　　 　26　　　 日本海沿岸に津波・液状化現象

平成05年　　北海道南西沖     7.8　　　　　　    230　　　 奥尻島沖で地震と津波・火災発生

平成07年　　兵庫県南部         7.2　　　　　　  5501　　 　家屋全壊　10万　阪神淡路
　

　

自
治
会
の
取
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
長
　
市
田
昭
三

　　
水
保
自
治
会
で
は

、
今
回
の
速
野
学
区
全
体

の
防
災
訓
練
の
一
連
と
し
て
自
治
会
内
で
も
初

期
の
避
難
訓
練
を
早
朝
よ
り
行

っ
た

。

　
各
三
町
内
の
一
時
避
難
場
所
へ
の
移
動
・
点

呼
・
異
常
の
有
無
確
認
な
ど
を
行
い

、
災
害
対

策
本
部
を
水
保
集
落
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

、
担

当
協
議
員
・
組
長
に
よ
り
携
帯
電
話
な
ど
で
七

十
一
名
の
避
難
と
状
況
報
告
を
受
け
た

。
そ
の

後

、
速
野
小
学
校
に
向
か
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
・
火
災
初
期
消
火
・
救
出
活
動
な
ど
一
連

の
実
技
見
学
し
防
災
意
識
を
高
め
た

。

　
訓
練
終
了
後

、
総
評
と
し
て
山
田
守
山
市
長

が
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
防
災
に
対
す
る
気
構

え
・
地
域
の
連
帯
や
ご
近
所
の
底
力
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
て
ほ
し
い

、
と
述
べ
た

。

　
本
年
も
十
月
十
五
日
に
樹
下
神
社
に
お
い
て

町
民
交
流
会
を
兼
ね

、
防
災
訓
練
の
大
切
さ
を

学
ん
で
頂
こ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す

。
何
時
起

こ
る
と
も
分
か
ら
な
い
災
害

、
有
事
に
備
え
不

断
の
心
構
え
と
対
応

、
訓
練
が
肝
要
で
あ
り
ま

す

。
目
下

、
自
治
会
で
は
自
主
防
災
組
織
の
充

実
と
防
災
マ

ッ
プ
の
作
成
中
で

、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り

、
会
員
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

　

八
月
二
七
日
 

速
野
学
区
総
合
防
災
訓
練
よ
り

○
　
人
間
は
科
学
や
技
術
の
進
歩
に
よ

っ
て
天

災
・
人
災
を
予
知
し
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な

っ
た
が

、
い
ざ
起
こ

っ
て
し
ま

っ

た
ら
何
と
も
無
力
な
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う

。

　
今
回
の
訓
練
で
ど
ん
な
行
動
を
と
れ
ば
良
い

の
か
ま
た
日
頃
か
ら
何
を
準
備
す
れ
ば
よ
い
の

か
を
少
し
は
学
べ
た
よ
う
に
思
う

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
代
　
男
性

　
十
月
十
五
日

、
町
民
交
流
会
が
樹

下
神
社
境
内
に
て
行
わ
れ

、
小
型
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
消
火
訓
練
・
煙
中
体

験
・
心
肺
蘇
生
訓
練
な
ど
を
体
験
し

た

。
昼
食
は
炊
き
出
し
を
兼
ね
た
と

ん
汁
を
い
た
だ
き
有
意
義
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
た

。

水保町一時避難場所　マップ



　 　　　（しおう）　　　上町

今井　士煌くん
　　　　　　5月14日生れ
（貴善・昌子夫妻　ご長男）

「男らしく煌く」ように！
大きく元気に育ってほしい

　　　　　　　　　　　　生　涯　学　習　部

　スローガン「楽しく、仲良く、明るい街、水保を目指そう」町民の広
い年齢層を対象に、それぞれのテーマを設け、ふれあいの場を設
け、人の交流を図ることで全町民が楽しく過ごせる街、水保になる
事を目指しています。
　現状で「ヤングママ育児講座」「めだかクラブ実践活動」「人権問
題」等のテーマが実行中で、「ヤングママ育児講座」は、水保子育
て広場として、7月から来年3月まで月２回づつ開催されています。
活動内容については、お子さんのおられるお宅に案内を配布させ
ていただきできるだけ多くの方に参加をお願いしております。
　「めだかクラブ実践活動」は健康福祉部との合同にて１０月より来
年３月まで開催します。例年同様に子ども会と老人会の交流の場を
設け、地域の子供を育てる取り組みを行なう予定となっています。
　「人権問題」については、１１月に開催し人権問題への関心と理解
を求めていこうとしています。

ヤングママ育児講座より

                   =====  敬老会お祝い演芸会  =====

  ９月17日　集落センター会場には約８０人の老人が集まった。保育園児の遊戯　園
児が舞台に並ぶと保育園・幼稚園の先生が園児１人づつに、名前を尋ねる。恥ずか
しそうに名前を言うもの大きな声で名前を言うもの。１人づつ名前を答えると、「あれ
はどこの子や？」と、会場の声が聞こえる。すかさず先生は、屋号を伝える。こういう
風に地域に子供達を紹介し、顔つなぎの場となった。園児達の遊戯が始まると、お
ばあちゃんは、自分の孫の踊りを見ながら、膝の上の握り拳に自然に力が入る｡踊り
に合わせるように腰が浮いたり、沈んだり。うまく踊れるかと、孫達以上にはらはらしな
がら、遊戯を見ていた。ほかのお年寄り達も音楽に合わせて、自然と手拍子が起こ
る。和やかな雰囲気の中で、園児達の遊戯は終った。この様にして、地域の子供達
は、地域の人たちととけ込んでゆく。
　また、いろんな年齢の人たちと接する中で、感謝の気持ちを表現できるように育っ
ていくのだと感じた。色々な犯罪や、事件が起こる昨今だが、地域の子供は地域ぐる
みで育て、守っていかなければならない。どの子にも、我が家の子供と同じように。

　　　　　　　　　特定農業団体設立を終えて
　
　秋めいて参りました今日この頃、組合員の皆様にはますますご健勝のことと
お喜び申し上げます。平素は当農業組合に深いご理解とご協力を賜り、厚く
お礼を申し上げます
　この１８年度前期は、特定農業団体設立という事で結構忙しくしておりまし
た。堅い話になりますが、品目横断的経営安定対策は担い手に重点を置い
た政策で、特定農業団体の要件を満たす組織が、受け皿となっております。
市の農政課、JAおうみ冨士、また県南部振興局の指導の元に我が水保町の
農業の方向性について話し合ってきました。こうした営農組織の設立に向け
た検討は、各農家が抱える難題、課題の整理などこれからの農業経営の安
定を目指しており、将来にわたって先祖から引継いだ農地を死守し農業の持
続と農村文化を継承する為、地域農業を構築して安定経営を目指して行こう
と思います。これからも農業組合にご支援、ご協力を頂きますよう宜しくお願
いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水保農業組合長　八幡將雄

スポーツコーナー
 
 

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
    　　（ななせ）　　上町

今井　七彩ちゃん
　　　　　　7月13日生れ
（豊・愛子夫妻　ご二女）

☆　小学生の部　　ビーチバレー
守山市スポーツカーニバル（6/10）　　 Ａチーム・Ｂチームともブロック１位
速野学区子ども会球技大会（8/6）　　　Ａチーム優勝
守山市スポーツ大会 (10/9)　　　　　　水保　０－２　中洲

☆　愛郷会球技大会　（6/25）
ビーチバレーの部　優勝　互助会Ａ　２位　互助会Ｂ　３位　日の出会Ｂ
グランドゴルフ　　優勝　今井常二　２位　小山安男

☆　守山市スポーツカーニバル　一般の部　（6/11）
ソフトボール　　Ｂブロック　　優勝　水保　16-5　木浜
ビーチバレー　　　　　　　　  ２位　水保   1-2  中野

　

  　　　（れいら）　　中町

大畑　怜來ちゃん
　　　　　2月28日生れ
（博司・愛子夫妻　ご長女）
「ピュアーな”心”を持ち続けて

　
      ＝＝編集後記＝＝
　
今年、新メンバーで「コスモ
ス」に挑戦しました。水保の
事柄を取上げて編集し満足
いく紙面を目指して頑張りま
した。また、集落センター入
口に投稿用紙を設置しまし
たのでどんな記事でも結構
ですので原稿をお願い致し
ます。

各家で採れた農産物やこつこつと時間をかけた手芸や、
丹精こめた盆栽・置き物など所せましに展示・即売会が行
われた。

町　民　交　流　会　　産業部会

 
 

お
誕
生
お
め
で
と
う


